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ピレスパ錠投与後の経時推移情報を用いて肺活
量の変化を予測するモデル構築とその性能評価
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概要：
昨今，統計モデルを用いた個体別の治療効果・病態予測に関する取り組
みがしばしば行われている (Seibold et al., 2018)．精度の高い予測モ
デルに基づき，患者さん別の治療効果を予測し，提示することができれ
ば，治療方針の意思決定等の個々の患者さんに対応した治療へ役立てら
れると共に，治療効果の見通しが立てられることにより患者さん自身が
安心・納得して治療を継続できることが期待される．本発表では，ピレ
スパ錠の国内第3相臨床試験データを用いて，背景情報と投与開始後に
経時的に測定される肺活量とバイオマーカーの観測値を用いて投与後24
週の肺活量の変化量を予測するために，投与開始後の経時測定データを
考慮することが可能なモデルの一つである関数データ回帰の統計手法を
用いた予測モデル構築を紹介する．併せて，ブートストラップ法を利用
したモデルの予測性能評価の結果を報告する．
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